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発行年月日
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発行人

松岡 和彦

長崎総合科学大学

工学部工学科

船舶工学コース

『
な
が
さ
き
海
洋

・
環
境
産

業
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
』

に
て
長
崎
県
と
共
同
研
究
中
の

溶
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
が
い
よ
い

よ
稼
働
し
ま
す
―

こ
の
造
船
所
の
熟
練
作
業
者

の
技
能
を
継
承
す
る
匠
の
技
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
開
発

で
は
、
溶
接
、
鋼
板
の
曲
げ
加

工
、
塗
装
の
３
大
造
船
技
．術
に

着
目
し
、
高
引
を
活
用
し
た
訓

練
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
平
成
２

７
年
度
末
ま
で
に
実
施
す
る
予

定
で
す
。

・０
月
に
シ
ミ
ュ

こ
の
夏
、　
３
年
生
は
工
場

実
習
に
赴
き
、
実
際
の
造
船
所

に
お
い
て
如
何
に
船
舶
が
建
造

さ
れ
て
い
る
の
か
を
体
得
す
る

学
習
を
行
い
ま
し
た
。

・３
人
の

３
年
生
が
、
地
元
長
崎

を
は
じ
め
九
州
や
瀬
戸
内
地
方
の
造

船
所
に
て
、
お
よ
そ

・０
日
間
の
実

習
を
行
い
ま
し
た
。
卒
業
後
の
進
路

決
定
に
も
大

い
に
役
立

つ
体
験
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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発行年月日

2014年
8月 25日

発行人

松岡 和彦

船
舶
工
学
コ
ー
ス
で
は

長
崎
県
の

『
な
が
さ
き
海

洋

・
環
境
産
業
雇
用
創
造

プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
』
に
協
力

し
、
長
崎
県
の
製
造
業
に

従
事
す
る
技
術
者
の
人
．材

育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
「

特
に
次
世
代
の
若
手
技

術
者
の
技
術
基
盤
を
強
化

す
る
た
め
に

「
設
計
技
術

者
講
座
」
と

「熟
練
者
技

能
継
承
の
た
め
の
匠
の
技

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

開
発
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
匠
の
技
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

シ
ス
テ
ム
の
開
発
で
は
、

溶
接
、
鋼
板
の
曲
げ
加
工
、

塗
装
の
３
大
造
船
技
術
に

着
目
し
、
日０
「
を
活
用
し
た

訓
練
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

平
成
２
７
年
度
末
ま
で
に

実
施
す
る
予
定
で
す
。

長
崎
″
新
生

〃
産
学
官
金
運
携

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
主
催
に
よ
る

『
テ
ク
ノ
ラ
ボ
ツ
ア
ー
』
が
、

約
７０
名
の
参
加
の
も
と
８
月
７

日
に
本
学
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

当
日
は
研
究
シ
ー
ズ
発
表
と
本
学

の
実
験
施
設
、
研
究
設
備
の
見
学
が

あ
り
、
船
舶
工
学
コ
ー
ス
で
は

『
な

が
さ
き
海
洋

・
環
境
産
業
雇
用
創
造

プ

ロ
ジ
エ
ク
ト
』
に
て
開
発
中
の
塗

装
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
公
開
し
ま
し
た


